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12号排泥工・ 8-1号制水弁工構造図（1/2)
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8-1号制水弁工構造図（2/2)12号排泥工

空気撞き詳細園

． 
吊り上If金具書細園

豆二二5

エルポ（ショート
·1 00•90・ （ J IS 目 231 ll 

詳細園平面図

。
田
恒
円

白
ロ
叩
せ

由
ロ
F

咽

中

ノ雄理

一一一益金~三ト
21N・25・12 

）
 
H

’
 

ンチレH’’ 

注）盆犠l立「湾E鉛メッキ」仕上げとする．

図面名 山骨捧濯:r..8-1骨偏水弁:r.~画造園位/2)

平成25年3月25目

図示 ｜図面制 ｜8-84/1綿

600 

東部幹線用水路側121側ト11時-03)

握作台註掴固
s~1 :20 

操作台豊桁詳細園

作成年月目

組尺

施般名

620 

盟E

:it 

ずれ止め工詳細園

盤蓋畳梓固定部詳細固

め600人孔鉄蓋
亙包Z鍾
舗。

cb900人孔鉄蓋

レヲン系）

390 

吊りフック詳細園

。390 

宣三三_6

0. 

C剖

聞東康政局 両健康蟻水車l司1•所
作成者



 4.01

 0.30

2.11ｍ/Ｓ
3

2.11ｍ/Ｓ
3

仕 切 弁

マンホール(人孔)

凡　　例

空 気 弁

【排泥弁について】

路線名

関連事業名

緯度

経度
7-1号排泥工

 排泥工番号

 排泥工付近

 標高(ｍ)

 国営幹線

 水位(ｍ)

 地盤高

 管中心高

 静水位

 動水位

 最大流量  施設容量

国営

受益面積

(ha)

国営

計画流量

(ｍ/Ｓ)3
計

概要

  140°22′44.86″

   35°31′23.79″  東部幹線用水路

平面図

路線名

関連事業名

緯度

経度

管理施設・配管・模式図

説明図

  東部幹線用水路

縦断図

 排泥工番号

7-1号排泥工

留意事項

   35°31′23.79″

  140°22′44.86″

排泥工は東金市道4453号線下に設置された地下埋設施設である。市道4453号線の道路脇に設置

された通気管と弁室人孔(マンホール)が目印となる。

7-1号排泥工の構造は空気弁据付タイプであり、

排泥作業は以下の手順により行う。

1.空気弁副弁を開にして本管内の水位を低下。

2.空気弁フランジ蓋を取り外す。

3.フランジ孔から管内へ水中ポンプを下ろし弁室外へ排水する。

類似構造の排泥工（空気弁φ100mm）が下流に4ヵ所存在するが別紙一覧表での整理により平面図・縦断図は省略した。

各排泥工における構造の詳細確認は施設管理図を参照のこと。

東部幹線用水路

7-1号排泥工

弁室人孔（マンホール）

7-1号排泥工の弁室はこのマンホール内。

内部に空気弁φ100mmが設置されている。
排泥作業はこのマンホールから行うとともに、

東部幹線本管の管理用人孔も兼ねている。

水田

畑

計
2,910
(1,790)

1,010
(580)

1,900
(1,210)

下段(　）は、上段数字の内数である東部幹線単独分（松潟支線分を含まない）の受益面積を表示している。

※受益面積欄上段の数字は松潟支線分を含んだ面積（東部幹線の計画用水量全体の受益面積）、
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管理設備調書一覧表
「排泥工」

緯度 経度 水田 畑 計 水田 畑 計 空気弁径 排泥先有無
1,900 1,010 2,910
(1,210) (580) (1,790)
1,350 750 2,100
(660) (320) (980)
1,350 750 2,100
(660) (320) (980)
1,350 750 2,100
(660) (320) (980)

※上段の数字は松潟支線分を含んだ面積（事業計画上、東部幹線に寄る受益面積）、
下段(　）は、国営単独分（松潟支線分を含まない）の受益面積を表示している。

140゜21'07.77"

35゜27'26.92" 140゜21'00.32"

140゜20'46.41"35゜26'30.87" 1.36 1.36

7-2号排泥工東部幹線用水路

12-3号排泥工

12-4号排泥工

12-6号排泥工

35゜31'17.63" 140゜22'40.44"

35゜27'42.76"

φ100㎜ 無 空気弁タイプ

φ100㎜ 無 空気弁タイプ

無 空気弁タイプ

φ100㎜ 無 空気弁タイプ

2.11

1.36 1.36

φ100㎜

1.36 1.36

備考路線名 施設名
位置情報 国営受益面積(ha) 国営計画流量(m

3
/s) 施設規模

2.11



（構造及び規模）

・空気弁(φ100mm）

7-2号排泥工

12-4号排泥工

12-3号排泥工

（構造及び規模）

・空気弁(φ100mm）

（構造及び規模）

・空気弁(φ100mm）



12-6号排泥工

（構造及び規模）

・空気弁(φ100mm）
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